
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

地
域
の
方
か
ら
は
『
先
日
の
風
が
と
て
も
強
い
日
に
、
住
吉
保
育
所
の
そ
ば
の
駐
輪
場

の
た
く
さ
ん
の
自
転
車
が
転
倒
し
ま
し
た
。
自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
と
車
輪
が
か
ら
ま
る
な

ど
、
自
転
車
を
立
て
直
す
の
に
は
大
変
な
状
況
で
し
た
。
そ
の
場
所
に
い
た
八
中
の
二
年

生
や
三
年
生
が
転
倒
し
た
自
転
車
を
立
て
て
く
れ
大
変
助
か
り
ま
し
た
。』
と
い
う
お
電
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
先
日
、
一
通
の
は
が
き
が
届
き
ま
し
た
。
は
が
き
に
は
『
先
日
と
て
も
う
れ
し

い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
一
週
間
ほ
ど
前
で
す
が
、
中
河
原
駅
前
の
ラ
イ
フ
の
立
体
駐

車
場
付
近
で
空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
用
の
回
収
箱
が
倒
れ
て
缶
が
車
道
に
さ
ん
ら
ん
し
て
お

り
、
通
り
が
か
っ
た
三
人
ほ
ど
で
拾
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
下
校
中
の
八
中
の
男
子
生
徒

と
高
校
生
の
二
人
が
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
風
の
強
い
日
で
五
～
六
十
メ
ー
ト
ル
は
飛

び
散
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
二
手
に
分
か
れ
て
全
部
回
収
し
て
く
れ
ま
し
た
。
若
い
人
の

自
然
な
行
動
に
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。』
と
い
う
文
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

八
中
生
に
は
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
困
っ
た
人
を
助
け
た
り
、
お
手
伝
い
を
し
た
り
す
る

な
ど
、
や
さ
し
い
心
、
思
い
や
り
の
心
が
確
実
に
育
っ
て
い
ま
す
。 

〈
在
籍
生
徒
数
〉

 

 
 
 
 
 
 
 

全
校
生
徒
数
７
２
７
名 

〈
学
校
住
所
・
電
話
番
号
〉 

 
 
 
 
 

府
中
市
四
谷
一
丁
目
二
八
二
七 

 
 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二(

三
六
四)

一
八
八
一 

第５号 

令和 6年６月５日 

府中市立 

府中第八中学校 

１ 

〒182-0035 

八
中
だ
よ
り 

令和６年度体罰防止スローガン『一緒に守ろう！生徒の身体と心の元気』 

六
月
は
「
ふ
れ
あ
い
（
い
じ
め
防
止
強
化
）
月
間
」
で
す
！ 

本
校
の
「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

に
、
左
記
の
と
お
り
『
基
本
方
針
策
定
の
意
義
』
を
定
め
て
い
ま
す
。 

い
じ
め
の
問
題
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
生
徒
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
著
し
く
侵
害
し
、 

そ
の
心
身
の
健
全
な
成
長
及
び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
生
徒
が
登

校
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
生
命
や
身
体
に
重
大
な
危
険
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
の
い
じ
め
問
題

へ
の
対
応
は
学
校
に
お
け
る
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え
る
。
府
中
市
立
府
中
第
八
中
学
校
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
は
、
い
じ
め
の
問
題
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
を
守
る
た
め
に
も
「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
」、「
い
じ
め
は
ど
の
学
校
、
ど
の
学
級
で
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

住
民
・
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
重
大
事
態
へ
の
対
処
の

た
め
の
対
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
。 

「
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
は
、
い
じ
め
等
の
問
題
行
動
の
早
期
発
見
・
対
応
や
未
然
防
止
に

つ
な
が
る
具
体
的
な
取
組
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
全
員
面
接
（
一
年
）、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
全
校
集
会
や
学
年
、
学
級
で
の
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓
発
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し

方
に
関
す
る
教
育
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
勝
ち
以
上
の
価
値
」
か
ら
は
、
何
事
に
も
価
値
づ

け
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り
と
意
識
し
て
い
き
た
い
と
い
う
生
徒

の
皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、「
勝
つ
」
と

い
う
結
果
以
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
一
つ
の
活
動
に
意
味
づ
け
を
し
て
力

強
く
高
い
目
標
を
目
指
し
て
進
も
う
と
す
る
生
徒
の
皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
感

じ
て
き
ま
し
た
。
鈴
木
愛
果
生
徒
会
長
、
中
山
ひ
と
み
実
行
委
員
長
、
後
藤
好

人
実
行
委
員
長
の
話
は
素
晴
ら
し
く
、「
感
謝
」、「
本
当
の
勝
利
」、「
み
ん
な

の
お
か
げ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
頼
も
し
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
体
育
祭
の

盛
り
上
が
り
が
冷
め
や
ら
な
い
先
日
、
二
人
の
実
行
委
員
長
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。 

【
Ｑ
（
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）】 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
部
分
は
敬
称
略
） 

ま
ず
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
動
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

勝
ち
以
上
の
価
値
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
価
値

を
見
出
し
ま
し
た
か
。 

中
山
「
勝
つ
こ
と
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
と
思
え
る
か
け
が
え
の
な
い
思 

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。」 

後
藤
「
練
習
で
は
出
せ
な
か
っ
た
実
力
が
本
番
で
発
揮
で
き
た
こ
と
で 

す
。
特
に
ム
カ
デ
競
争
の
練
習
で
は
積
み
重
ね
た
努
力
が
実
を 

結
び
ま
し
た
。」 

【
Ｑ
】
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
大
役
を
担
っ
て
き
た
中
で
苦
労
し
た
こ
と
は

何
で
す
か
？ 

後
藤
「
一
人
一
人
の
こ
と
を
考
え
、
一
人
一
人
を
尊
重
し
な
が
ら
行
動 

す
る
こ
と
で
す
。」 

中
山
「
み
ん
な
に
ど
う
や
っ
た
ら
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
か
、
そ 

の
言
葉
を
考
え
る
こ
と
で
悩
み
ま
し
た
。」 

【
Ｑ
】
体
育
祭
の
活
動
を
と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
何
で 

す
か
？ 

中
山
「
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
、
八
中
の
み
ん
な
と
一
緒
に 

活
動
す
る
こ
と
の
幸
せ
と
意
義
で
す
。
」 

後
藤
「
競
技
前
に
ど
の
ク
ラ
ス
も
円
陣
を
組
ん
で
皆
と
一 

緒
に
士
気
を
高
め
ま
し
た
。
皆
で
一
緒
に
取
り
組 

む
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。」 

《
お
礼
》 

体
育
祭
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
協
力
に 

よ
り
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い 

た
し
ま
す
。 

 

★
記
事
を
読
み

す
が
す
が
し
い

気
持
ち
に
な
り

ま
す
、
と
い
う
ご

感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
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30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15

日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土

修
学
旅
行
（

三
年
）

修
学
旅
行
（

三
年
）

一
年
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

面
談
（

Ｃ
組
）

修
学
旅
行
（

三
年
）

一
年
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

面
談
（

Ｄ
組
）

生
徒
会
朝
礼

実
力
テ
ス
ト
（

三
年
）

進
路
説
明
会
（

三
年
）

一
年
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

面
談
（

Ｂ
組
）

職
員
連
絡
会

職
場
体
験
（

二
年
）

進
路
説
明
会
（

三
年
）

一
年
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

面
談
（

Ｅ
組
）

職
場
体
験
（

二
年
）

開
校
記
念
日

１
年
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

面
談
（

Ａ
組
）

職
場
体
験
（

二
年
）

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 日

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 曜

期
末
考
査

専
門
委
員
会
・
中
央
委
員
会

職
場
体
験
全
日
指
導
（

二
年
）

期
末
考
査

期
末
考
査

避
難
訓
練

オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
鑑
賞
教
室
（

二
年
）

水
泳
指
導
開
始

耳
鼻
科
検
診

職
場
体
験
事
前
訪
問
（

二
年
）

歯
科
検
診
（

二
年
）

体
育
祭
予
備
日

全
校
朝
礼

体
育
祭
予
備
日

行
　
事
　
等

２ 令和６年度体罰防止スローガン『一緒に守ろう！生徒の身体と心の元気』 

 

□
■
六
月
の
生
活
目
標
■
□ 

 

・
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
も
う 

〔敬称略〕

称    〕 
★
☆
卓
球
部
★
☆ 

第
十
二
回
多
摩
地
区
中
学
校
卓
球
大
会 

男
子
団
体 

優
勝 

 

浅
倉 

陽
和
太 

 

和
田 

塔
矢 

 

嶺
川 

英
志 

 

松
平 

昌
大 

石
川 

蓮
真 

 

岡
部 

翔
之
介 

 

杉
浦 

陽
向 

女
子
団
体 

第
五
位 

西
野 

実
紗
希 

 

藤
本 

ゆ
ず
な 

 

畔
上 

夏
実 

利
根
川 

花
奈 

 

村
上 

佳
澄  

細
井 

優
莉 

 

大
町 

夏
花 

東
京
都
中
学
校
第
九
ブ
ロ
ッ
ク
卓
球
選
手
権
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 
第
一
位 

浅
倉 

陽
和
太 

 

和
田 

塔
矢 

 
 

第
三
位 

松
平 

昌
大 

 

嶺
川 

英
志 

 
 

第
五
位 

岡
部 

翔
之
介 

 

石
川 

蓮
真 

◇
◆
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
実
施
し
ま
し
た
◆
◇ 

府
中
市
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
全 

校
で
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を 

設
置
し
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、 

学
校
を
中
核
と
し
て
、
学
校
を
地
域
に
開
き
、 

保
護
者
や
地
域
住
民
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、 

三
者
が
連
携
し
て
よ
り
良
い
学
校
づ
く
り
を 

目
指
す
取
組
を
行
う
組
織
で
す
。
特
に
、
生 

徒
た
ち
の
多
様
な
関
わ
り
の
実
現
を
と
お
し 

て
健
や
か
に
育
て
る
た
め
に
、 

●
授
業
や
部
活
動
等
の
日
常
の
教
育
活
動
へ 

の
参
加
・
協
力
の
検
討
・
協
議 

●
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
の 

検
討
・
協
議 

●
生
徒
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
の
協
議 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
中
心
に
行
い
ま
す
。 

五
月
十
八
日
に
実
施
し
た
協
議
会
で
は
、 

五
十
周
年
式
典
に
向
け
て
の
確
認
、 

『
学
校
教
育
目
標
』
の
生
徒
会
案 

の
提
案
な
ど
大
変
有
意
義
な
協
議 

を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

★
☆
前
号
の
【
考
え
ま
し
ょ
う
】
の
答
え
の
例
☆
★ 

１ 

水
が
濁
っ
て
き
た
理
由
を
考
え
よ
う
。 

上
流
付
近
で
の
激
し
い
雨
な
ど
に
よ
り
土
砂
が
流
れ
て
き
た
た
め
。 

２ 

足
に
感
じ
る
水
の
勢
い
が
強
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
理
由
を
考
え
よ
う
。 

水
に
土
砂
が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
同
じ
体
積
の
透
明
な
水
と
土
砂
で
濁
っ
た
水
の
重
さ
を
比

較
す
る
と
、
当
然
、
土
砂
で
濁
っ
た
水
の
方
が
重
い
。
そ
の
た
め
、
足
に
感
じ
る
水
の
勢
い
は
強

く
な
る
し
、
水
の
か
さ
が
低
く
て
も
足
を
す
く
い
取
ら
れ
る
可
能
性
は
高
い
。 

３ 

あ
な
た
が
Ａ
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
し
ま
す
か
。
理
由
も
合
わ
せ 

て
考
え
ま
し
ょ
う
。 

下
の
絵
の
よ
う
に
、
ひ
ざ
元
ま
で
の
か
さ
で
も
す
ぐ
に
水
の
中
か
ら
出
て
川
か
ら
離
れ
る
。
川

の
水
が
濁
り
だ
し
た
と
き
は
、
急
激
に
流
量
と
勢
い
が
増
す
可
能
性
が
高
く
危
険
だ
か
ら
。
濁

っ
た
水
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
透
明
な
水
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
大
き
い
た
め
足
を
す
く
わ

れ
や
す
く
な
る
か
ら
。 

 

令
和
六
年
度
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

協
議
会
委
員
（
敬
称
略
） 

髙
野 
佳
子
（
保
護
司
会
会
長
） 

髙
野 

ひ
と
み
（
同
窓
会
代
表
） 

菅
原 

信
吾 

（
本
校
十
六
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・ 

前
青
少
対
第
八
地
区
委
員
長
） 

尾
碕 

哲
郎 

（
本
校
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・ 

創
立
五
十
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
長
） 

今
池 

真
能 

（
府
中
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ッ
ツ
） 

土
屋 

広
介
（
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 

山
原 

 

充 

（
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
本
校
解
施
錠
員
） 

丸
山 

悦
子 

（
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
青
少
対
第
八 

地
区
委
員
長
・
本
校
十
四
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 

市
川 

 

勉 

（
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・ 

四
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
・
保
護
司
） 

 


